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【主な研究成果】
Al-Cu合金やAl-Mg-Si合金等の熱処理型アルミニウム合金は，溶体化処理後の時効処理によって強化させて使用されている。このような時効生成物の形成については，多くの研究がこれまで行われており，多くの知見が得られている。しかし，より詳細な時効析出メカニズムを把握するためには，単結晶を用いた研究が有効であると考えられる。そこで本研究では，熱処理型アルミニウム合金の単結晶試料作製手法を確立するとともに，時効析出物の生成挙動の動的評価手法への展開を検討することを目的としている。令和4年度は，以下について検討を進めた。
アルミニウム合金単結晶育成手法の検討
合金単結晶の作製やその評価について実績が豊富な安藤教授，北原准教授研究室に伺い，作製装置の見学，手法の要点など目的達成に向けて重要な知見を得た。
Al-Mg-Si合金時効熱処理材のクリープ変形挙動の評価
研究代表者が自作したオイルバスを用いた小型クリープ試験装置により，Al-Mg-Si合金の亜時効材およびピーク時効材のクリープ試験を行い，両者の違いがクリープ中の時効析出に起因する可能性があることが示唆された。
【今後の展望】
　ブリッジマン法による単結晶育成装置が導入され次第，令和4年度に検討した手法で単結晶育成を試みる。純アルミニウムを用いて手法の検討を進め，アルミニウム合金に展開する。
　Al-Mg-Si合金においては，動的な時効析出が力学特性に及ぼす影響を引き続き評価する。
【具体的な成果】
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